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 申請者は，仰臥位 US と腹臥位 MR 画像を比較し，乳腺腫瘤の変形の程度を縦横比
（longtitudinal-transverse ratio: L/T）の変化で表現，それを良悪性腫瘤群間で比較し，良悪性鑑別への
応用の可能性について検討した． 
 対象は 2012 年 1 月から 2014 年 12 月までで乳腺腫瘤に対し，US 及び MRI 両方での精査を行った
女性 197 症例 201 病変．組織学的内訳は良性 55 病変，悪性 146 病変である． 
 US は仰臥位で行われ，横断面での腫瘤の最大断面を B-mode で記録した画像を評価に使用した．




ティ間の L/T の変化（率）＝（LMR/TMR – LUS/TUS）/（LMR/TMR）×100 (%) を算出し，良悪性腫瘤群
の間で比較した． 
 悪性腫瘤（中央値，四分位範囲：13.5％，4.29−24.4％）は良性腫瘤（36.7％，24.3−52.4％）よりも
L/T の変化が有意に小さかった（p <0.001）．悪性を良性から識別するための L/T の変化のカットオ
フ値は 19.1％で，感度，特異度，曲線下面積は各々63.7％，90.9％，0.834 であった． 
 US と MR 画像の比較では悪性腫瘤は良性よりも小さな L/T の変化を示し，見た目の変形が小さい
（変形しにくい）ことがわかった．また L/T の変化は乳腺腫瘤の良悪性鑑別において高い特異度と
曲線下面積を示した．乳腺病変の MRI による良悪性鑑別は，感度が高いが特異度が低いことが知ら
れている．本結果から，乳腺腫瘤を MRI で良悪性診断する際に，US と MR 画像間の L/T 変化を測
定し，その結果を加味することで乳房 MRI による乳腺腫瘤良悪性診断の特異度の改善が期待される． 
 以上が本論文の要旨であるが，US と MR 画像の比較における L/T の変化は乳腺腫瘤の良悪鑑別診断に
実用的な定量的指標となりうることが示された点で，医学上価値ある研究と認める． 
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